
経営理念：利用者『最善の利益』を図り、地域の福祉に貢献する 

保育の １．子どもの人格・人権を尊重し、一人ひとりの思いを大切にします ２．子どもの発達に即した援助・保育をします 

方 針 ３．子どもが安心して過ごせる生活の場にします 

保育目標 ◆じょうぶな身体（健康） ◆たしかな考え（理性・認識）◆ゆたかな心（感性・情緒）◆よき仲間（協調性・社会性） 

  

   

 

 

                                                                                                                             

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                 

                                 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

苦情・相談解決制度 本園の保育や処遇等に意見・要望がありましたら、ご遠慮なく申し出て下さい。 

受付担当者 主幹保育教諭 吉留 亜季    解決責任者 園長 假屋 由美子 

第三者委員 丸田 瑞穂（099-482‐2927） 横峯 友理子（099-474-1851）  山口 和美（090-5473-5866） 

早いもので 1 月も今日で終わりとなりました。年明けは、暖かい

日が多く、昼間はジャンパーを脱いで外で飛び回り遊ぶ日も多いで

したが、先日の雪の日から急に寒くなりました。雪が降り始めたと

きには、室内から窓を開けて降り込んでくる雪が、服や髪につくの

を見て「うわー」「すごーい」と、とても楽しそうに雪を楽しんでい

ましたが、しばらくするとだんだん静かになり・・・・「さむーい」

「さむーい」と窓から離れて外を眺める姿が見られました。次の日

も朝から元気に外に飛び出し雪を丸めたり、水たまりの氷を手に取

ったりしてしばらく遊んでいましたが、「さむーい」「つめたーい」

と言いながら室内に避難。絵本を見たり、「外は寒いから、シャンパ

ー着ようね」と外に出る時話をしていましたが、今回は自分たちで

寒さを肌で感じることができて、貴重な経験になったことでしょう

ね。こうしていろんな経験から言葉も多くなり、友達とのかかわり

かたも片言ながら言葉でのやり取りで遊ぶ姿が少しずつ見られるよ

うになりました。ままごと遊びでは「これ食べて」や「ジュースだ

よ」「みてみて」とさらに盛り付けた野菜を見せ合ったり、外遊びで

は自転車で「待ってー」と後ろから追いかけることや、「ここいい」

と友達の乗っているのを見つけると一緒に乗って楽しむ姿もありま

す。まだまだ言葉が少なくトラブルもありますが、毎日のかかわり

の中から自分たちで感じたり、大人の言葉の手助けを受けながら友

達と遊ぶことを楽しんでいます。何より遊ぶの大好き、友達大好き、

パワーもとびきりの 1歳児ですので、ちょっぴりの困ったことも「大

丈夫」と友達の言葉で笑顔になります。なんでも遊びに出来る素敵

な子どもたち、ケガには配慮していきながら、今しかできないこと

を沢山経験できるように、一緒に遊びを楽しんでいきたいと思いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

るんびに 1歳児くらすだより 

  

～たのしいね～ 

 令和５年１月３１日（火） 

 文責 郷田ゆかり 

 

 

 

 

 

いっしょにあそぼう 

おしらせ 

まだまだ寒い日が続きます、体調が心配な時や、気になることがありましたら

小さなことでもお知らせください。 



寒いけど、遊びのアイディアはいっぱい☆今日も元気です 


